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１１１１ .    はじめにはじめにはじめにはじめに  

 本研究では、三軸供試体の異方性に着目して、初期せん断の方向が砂の液状化特性に与える影響

を調べ、過去の研究結果との比較を行った。また、色々な方法で作成した供試体を用いて三軸非排

水せん断試験を行い、供試体作成方法と砂の異方性および液状化強度特性の関連について調べた。 

２２２２ .    実験方法実験方法実験方法実験方法  

 豊浦砂を圧密後の間隙比が所定の値になるように、以下の４つの供試体作成方法で堆積させた。 

乾燥堆積法乾燥堆積法乾燥堆積法乾燥堆積法 (Dry Deposition, DD)  :  乾燥砂を５層に分けて緩く堆積させ、各層毎にモールドの側面を

木槌で四方から打撃して締固めた。湿潤堆積法湿潤堆積法湿潤堆積法湿潤堆積法 (Wet Tamping, WT)  : 含水比５%の湿潤砂を５層に

分けて堆積させた。各層毎に金属板 を介して上か ら木槌で打撃し、締固 める。 空中落下法空中落下法空中落下法空中落下法 (Air 

Pluviation, AP) : 乾燥砂を幅 1mm、長さ 10mm のスリットから一定の高さで落下させて堆積させた。

乾燥突固法乾燥突固法乾燥突固法乾燥突固法 (Dry Rodding, DR)  : 乾燥砂を 5 層に分けて緩く堆積させ、各層毎に直径 5mm の金属棒

によって所定の密度になるように突き固めた。これらの方法で作成した供試体を用いて非排水三軸

圧縮・伸張および繰り返しせん断試験を行った。  

３３３３ .    実験結果実験結果実験結果実験結果  

図１に中密詰砂、図２に緩詰砂の液状化強度曲線を示した。本実験では、初期せん断がない場合

に比べて圧縮側に初期せん断を与えた場合には強度が強くなるが、伸張側に初期せん断を与えた場

合には強度が低下していることがわかる。図３、４に初期せん断による液状化強度増加率を示した。

ここで、Kα = CSR(α)  / CSR(α = 0) は初期せん断による強度増加率、α = τ i n i  /  p ' i n i  は初期せん断応

力比である。破線で過去の実験結果を示した。本実験では圧縮側に初期せん断を与えた場合には過

去の結果と同様の傾向が得られたが、伸張側に初期せん断を与えた場合は、反対にα値の増加とと

もに液状化強度は減少する傾向にあった。図５に圧密後の供試体の間隙比 (e)と非排水単調載荷過程

での変相点における最小平均有効応力 (p 'm i n  = p 'PT)の関係を示した。この図によると、伸張時では作

成方法の違いによる差があまり見られないが、圧縮時には差が見られ、４つの作成方法の中では

DR によって最も等方的な供試体ができることがわかる。そこで、異方的な DD と最も等方的な DR

で作成した供試体の液状化強度比を求めて比較し、図６に示した。DD では初期せん断の有無やそ

の方向によって強度が著しく異なっている。これに対して DR は初期せん断の方向によらず強度に

ほとんど変化が見られなかった。また、DD よりも DR は強度が小さく評価されることが分かった。  

４４４４ .    まとめまとめまとめまとめ  

    乾燥堆積法で作成した供試体を用いて三軸液状化試験を行なったところ、伸張側に初期せん断を

与えた場合は、過去の実験結果とは異なり強度が著しく低下することがわかった。次に、色々な方

法で作成した供試体について三軸非排水試験を行ったところ、異方性の強い供試体では液状化強度

が初期せん断の方向の影響を大きく受けるのに対して、等方的な供試体では強度にあまり変化が見

られなかった。また、等方的な供試体の液状化強度は異方的なものに比べて小さく評価されること

がわかった。  
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図１中密詰砂の液状化強度曲線                図２  緩詰砂の液状化強度曲線  
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図３  中密詰砂の液状化強度増加率               図４  緩詰砂の液状化強度増加率  
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図５  色々な方法で作成した供試体での静的試験結果    図６  DD と DR の繰り返し試験結果の比較  
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